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平成27年3月1日　NO  113
大切な時間
　就職に向けて、自動車学校に通っていたAさんが先日、見事に自動車運転免許証を取得しました。当初は、冬道の教習に悪戦苦闘していましたが、何と今年は例年にない「少雪」。後半は春のような路面で「楽勝！！」とばかりに1発合格となりました。アルバイトとの両立で、教習所通いも大変だったと思いますが、自分で時間を調節して、やり遂げてくれました。
　さて、免許証を手にすれば、次は車が欲しくなるのは人の常。○万円ポッキリ！なんていう中古車販売のうたい文句に、当然、心をゆさぶられたAさんでしたが、職員と一緒に１人暮しのシミュレーションをしてみると、１ヶ月にかかる生活費・・・、食費、光熱費、通信費、家賃･･･おまけに、自動車購入の税金や保険料、維持費等々･･･「エーッ、マジで？」「ウソ～」「聞いてないよ～」と、改めて「現実」に突き当たっています。それでも、まだ手にしていない初給料のお金を計算して、購入計画を立てる彼に、ベテラン職員が一言。「無い金で、物を買ったらおしまいだぞ」と実感のこもった深～いアドバイスもいただきました。
　３月１日は高校の卒業式。そんな彼との間で流れた、何気ない日常の時間が、どんなに愛しく大切な時であったか、しみじみかみしめるこのごろです。

－ 施設長 －
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遊びプロジェクト in 北海道教育大学岩見沢校
2月21日と2月22日に北海道教育大学岩見沢校で開催された
遊びプロジェクトに参加してきました。
◎ 2月21日（土）
　チラシを見ると幼児さんも参加できたので、小学生の盛り上がりと共に出掛けることにしました。現地では、赤ちゃんを抱っこしたお母さんとお姉ちゃんの女の子が、赤ちゃんをあやしたり、お母さんの手助けをしたり…そんな姿をみてNさんもKくんのお姉さんだ！！と温かい手をさしのべ、それを見たSさん、Kさんもお姉さんに…。先日、中学生のお姉さんと出かけた際は、お世話される側の女の子たちが別人！！なんか良いな～と思いつつ、男性職員にも助けてもらい、教育大学の学生さん達にも助けられ、おばあちゃんからﾎﾟｯﾌﾟｺｰﾝをもらい（Kくんがおばあちゃんのカップに手を伸ばして食べようとしたのでくれました…）、みんなのニコニコ笑顔がみれて、Kくんも「ひゃー、ひゃー」と声を上げていました。けれど、帰って来て、幼児さんの先生の顔をみて、抱きつく、そんなSくんを見るとちょっとムリをさせてしまったかなとも思いましたが、現地ではとてもたくましいSくんでした。
－ 女子グループ－

みんな、楽しそうでした。Sくんは抽選で選ばれたラジコンアートに参加し、苦戦しながらも最後までやり遂げ、楽しめたようでした。Kくん、Tくんは自由に歩きまわり、目当てのくじ引きもでき、プラモデルがもらえ満足そうにしていました。Rくんは午後から参加し、職員や他の子と体育館で色々なことをして遊ぶことができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 男子グループ－

◎ 2月22日（日）
　今日は広い体育館で、色々な遊びのブースがあり、担当のお兄さんやお姉さんをたずねて遊んできています。AくんもIくんも様子を見ながら、輪に入るまでには時間がかかりましたが、楽しく遊んでいました。1人でフラーと遊んでいるKくん、周囲の子と楽しそうに遊ぶSくん、みんなそれぞれで遊んでいましたが、「Kは？Sは？」と気にしながら遊ぶ小学生の優しさを感じた一日でした。
－ 幼児グループ－

3月の行事予定

3／1　　 公立高校卒業式　　3／2　　私立高校合格発表　　3／3　　ひなまつり、南小学校参観日（中）　　

3／4 　　南小学校参観日（高）　　公立高校入試　　3／5　　南小学校参観日（低）　　公立高校入試
3／6   　駒沢幼稚園参観日　保護者説明会　　3／9　　第三者委員会　　
3／10　　北海道児童家庭支援センター協議会 総会（かでる2･7）　　3／12　　光陵中学校 卒業式
3／14　  光が丘学園 卒業を祝う会　　3／15　　駒沢幼稚園 卒園式　　3／17　　公立高校合格発表　

3／18　　職員会議　　誕生会　　3／19　  南小学校卒業式　　3／20　　駒沢幼稚園 1日入園　
3／21　　春分の日　　3／24　　岩見沢農業高校 ・ 栗山高校 ・ 緑陵高校 修了式　　
3／25　　南小学校 ・ 光陵中学校 修了式　　3／26　　理事会
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）　２月１日～２８日
株式会社ビクトリア観光様　　JAグループ北海道様　　北海道フットボールクラブ様　　カーブス岩見沢様　　カーブス札幌北郷店様
地方紙正月連合会様　　山谷和子様　　梅原保様　　太田米良様　　吉成様　　河内克彰様　　石見清孝様　　猫塚さおり様
Rさん、ハッピーバースディ


みんなで、バースデーカードを作って、Rさんのお誕生日をお祝いにバイキングレストランへ向かいました。初めて行く子もいて、とっても楽しみにしていました。どのタイミングで、カードを渡そうか打合せをして、他のお客さんもいたので、小さな声で、気持ちいっぱいにハッピーバースデーを歌い、「乾杯～！」の後にカードを渡しました。自分の好きなご馳走をお腹いっぱい食べて帰る頃には、無口になってしまった子もいましたが、Rさんにとっても、みんなにとっても楽しいお誕生日でした。


－ 女子グループ　－





Eさん、ハッピーバースディ


Eさんは、はりきってカラオケへ行きました。歌が下手だから･･･とSさん、Kさんはあまり乗り気ではない様子がありましたが、カラオケでは何か歌ってみよう！と何曲か歌ってみたり、Sさんは踊る姿がありました。Eさんは、ずっとマイクを持ち、たくさんの曲を入れ、歌うのを楽しんでいました。途中で、職員と歌える曲を選んだりもしていました。帰ってくると“もっと歌いたかった”とEさん、つかれたーとKさん、塾のために途中で抜けたSさん。様々でしたが、それぞれが楽しめるよう互いのことを考えている様子がありました。


－ 女子グループ　－





バレンタインのチョコレート作り


今年は新メニューでいきたいと思っておりま～す！


Mさんが子どもたちをあたたかく包んでくれたように思います。私は雷おぼさんで他の子と話しているからと･･･。少しの間にエプロンとバンダナ姿の女の子たちが集まってきました。女の子たちにとって、Mさんも含め、年下の子たちにやさしく接してくれる子が多く、年下の子たちにとっても頼りになるお姉さんがたくさんいるように思います。やはり今年もかなり甘いかたいチョコができてしまいましたが、それもよし！男の子たちの反応もまた面白かったです。そして今年も、副施設長にはわさびパイをあげることができ、日々の感謝を伝えることができました。型抜きをしたり、チョコレートでデコレーションをしたり、細かい作業をみんなで力を合わせて、チョコ作りができました。たくさんの「ありがとう」「おいしかったよ」の声に、女の子たちも笑顔があふれました。後片付けも最後までしっかりできていました。


－ 女子グループ－





バレンタイン材料購入、衣類購入！


事前に準備をすすめていたので、子どもたちが楽しみにしてその日を迎えました。衣類の購入もおもちゃの購入もチョコレートづくりの準備ももり沢山の1日ですが、大きなもめごともなかったです（笑）。聞けば帰ってきてからも、めずらしく部屋のみんなで遊んでいたようです。日々、どのように穏やかに過ごせるかと工夫する中にも狭き視点ばかりではなく、生活に即した行動を考えていく中で、子どもたちの繋がる力に私たちも助けられているように思います。


オシャレさんの女の子たちは、自分の好みの可愛らしい洋服や「○○の時に着たい！！」と思い思いの洋服選びを楽しんでいました。チョコレート作りに必要な材料を探し出して、テキパキと買い物をしてどんなチョコレートができるか想像し、ワクワク気分がいっぱいでした。


－ 女子グループ －





卒園生Aさんと男の料理教室


＜講師＞副施設長


＜メニュー＞カルボナーラ


　　　　　　　　　ペペロンチーノ


男の料理教室で少しアバウトすぎる所もありましたが、なんとか作りあげる事ができました。料理中にはAさんが退所後の生活の話をすることもあり、4月からの新生活に対しての不安や期待を感じているところが伝わってきました。








節分～福を呼び込め、豆まき！！ 恵方巻き


例年の経験から鬼役をかって出てくれるRくんやEさん、高校生たちはペイント係に、盛り上げ係、片付け等と子どもたちと作り上げている行事と感じています。毎年のことながら、怖くて泣く子、強がって力いっぱい豆を投げる子、楽しむ子と様々です。小さい子たちは、お兄さん、お姉さんの様子を見て、怖いながらも終わると鬼の正体がわかり安心する一幕もありました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　－ 男子グループ　－


子どもたちがとても楽しみにしていて、何時から始まるの？とワクワクしていました。始まると、鬼に向かって豆を投げ、みんなで楽しめたと思います。大きい子（Aさん、Mさん、Sさん）が、率先して後片付けをしてくれて、彼らが気づいて行なってくれたことが、とてもすごいなと感じました。


　　　　　－ 女子グループ －














